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L-105に 関 す る臨 床的 検討
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新 しい半合成セ ファロスポ リンの注射剤)あ るL-105を 内科領域 における感染症に使用 し,そ

の臨床効果 と副作用について検討 した。

対象は 呼吸器感染症13例(肺 炎9例,慢 性気道感染症3例,肺 化膿症1例)と 尿路感染症2例

(急性膀胱炎1例,慢 性尿路感染1例)の 計15例 に使用 した。

1)細 菌学的効果は15例 中9例 か ら起炎菌が検出 され,そ の うち8例 において起炎菌 の 消 失 を み

た。

2)臨 床効果は,著 効2例,有 効7例,や や有効2例,無 効1例,効 果判定除外例3例)有 効率75

%)あ った。

3)副 作用お よび臨床検査値異常は認 め られなか った。

以上 よ り本剤は内科領域 における感染症 に有用な薬 剤)あ る と考 えられた。

L-105は 日本 レダ リー株 式 会 社)合 成,開 発 され た 新

しい半 合 成 セ フ ァ ロス ポ リン の注 射 剤 で,Fig.1に 示 す

構 造 式 で 化 学 的 に 安 定 な構 造 を有 す る。 本 剤 の特 徴 は,

グ ラム陽 性 菌 か ら陰 性菌 ま)幅 広 い抗 菌 スペ ク トラ ム を

示 し,各 種 の β-lactamaseに 対 して安 定)あ り,強 い殺

菌 作 用 を有 す る こ とで あ る1)。

今 回,わ れ わ れ は 呼 吸器 感 染 症 お よび 尿 路 感染 症 に対

し,本 剤 の臨 床 効 果 な らび に副 作 用 につ い て 検討 した の

)報 告 す る。

Fig. 1 Chemical structure of L-105

1.対 象および方法

対象症例は,熊 本大学第一内科お よび熊本労災病院内

科における入院患者)呼 吸器感染症13例,尿 路感染症2

例)あ った。性 別は男8例,女7例)あ り,年 齢分布は

29歳 よ り83歳)平 均59.7歳)あ った。疾患内訳は,肺

炎9例(使 用後 にマイ コプラズマお よび異型肺炎 と判明

した もの3例 を含む),慢 性気管支炎2例,気 管支拡張

症1例,肺 化 膿症1例,急 性膀 胱 炎1例,慢 性尿 路感染

症1例)あ った 。

投与 方 法 は,1日29を2回 に分 け,100～200mlの

生 食 水 に溶 解 後,30～60分)点 滴 静 注を 行 った。総投与

量 は109よ り429)平 均21.99)あ り,投 与期間は

5日 よ り21日 間)あ り,平 均11.1日 間)あ った 。

臨 床 効 果 の 判 定 は起 炎 菌 の 消 失,自 覚 的お よび他覚的

所 見 の 改 善 に 基 づ い て著 効,有 効,や や 有効,無 効 とし

た 。 な お,投 与 後 細 菌 感 染)な い こ とが 明 らか になった

症 例 は 効 果 判定 よ り除 外 した 。

副 作 用 出 現 の 有 無 は 自覚 的 あ るい は 他 覚的 に チ ェック

し,本 剤 使 用 前 後 に可 能 な限 り血 液 像,肝 機 能,腎 機能

な どの 検 査 を 行 った 。

II.成 績

1.細 菌 学 的 効果

細 菌 学 的 効 果 は,起 炎 菌 と推 定 され る細 菌9株 中8株

が消 失 した 。 分 離 菌 種 は,H.influenzae3株(肺 炎2

例,慢 性 気 管 支 炎1例),S.pnaumoniae1株(気 管支拡 張

症),K.pneumoniae1株(肺 炎),K.oxytoca1株(慢 性

気 管 支炎),君am8inosa1株(肺 炎),C.fremdii1株

(膀 胱 炎),E,coli1株(慢 性 尿 路 感 染 症))あ り,肺

炎 のP.aeruginosaを 除 い て9株 中8株 が 消 失 した。
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Table 2 Laboratory findings before (B)

2.臨 床 効果

呼吸器感染症13例 および尿路感染症2例 におけ る臨床

効果はTable1に 示す よ うに,著 効2例,有 効7例,

やや有効2例,無 効1例)あ り,有 効率75%)あ った。

なお,投 与後,マ イコプラズマ肺炎(2例)お よび異型

肺炎(1例)と 判 明 した3例 は 効果判定 よ り除外 した

(症例No.7,8,9)。 疾患別 に臨床効果 をみると,肺 炎

6例 中,著 効2例,有 効3例,や や有効1例)あ り,や

や有効 の1例 は,基 礎疾患に肺癌 を有 し,繰 り返す閉塞

性肺炎 の症例)起 炎菌 はP.amginosa)あ った。慢性

気 管支炎2例 は,有 効1例,無 効1例)あ った。無効の

1例 は基礎疾患に うっ血性心不全 を有す る症例),起 炎
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and after (A) treatment  with L-105

* Kumamoto Rosai Hospital

菌はH.iｎfluenzoeと 推定 され,投 与 後3日)発 熱,白

血球増多な どの炎症所見は改善 したが,5日 目よ り再 び

白血球増多,CRP増 加を きた した。6日 目の 細菌検査

にて起炎菌のH.influenzaeは 消失 してお り,菌 交代現

象が示唆 されたが,有 意な交代菌は分離 されなか った。

気管支拡張症症例は有効)あ った。肺化膿症症例はやや

有効であ り,本 症 例は基礎疾患 に糖 衆病,高 血圧,肺 癌

を有 してお り,起 炎菌 は明 らか)な かった 。尿路感染症

2例 はいずれ も有効 であった。

3.副 作用

副作用お よび臨床検査値異常は全例に認め られなか っ

た。
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III.考 案

L-105は グラム陽性菌 か ら陰性菌 まで幅広い抗菌 スペ

ク トラムを示 し,と くに β-lactamaseに 安定)グ ラム陰

性菌 には第三世代 のセフェム剤 と同等の抗菌力を示す う

えに,ブ ドウ球菌 に対 して もCEZと ほぼ同等 の強い抗

菌力を示す とされ る。 今 日,こ のL-105を 呼吸器感染

症13例 と尿路感染症2例 に使用 した結果,そ の臨床効果

は有効以上9例,や や有効2例,無 効1例,効 果判定除

外3例),有 効率は75%)あ った。第33回 日本化学療法

学会総会 における新薬 シンポジ ウム記録 によると,内 科

領域の感染症324例 の本剤の有効率 は76.5%),わ れわ

れの成績 とほぼ一致 している。そ の う ち 呼吸器感染症

267例 における有効率 も76.0%)あ り,わ れわれは呼吸

器 感染症13例 中,マ イコプラズマおよび異型肺炎3例 を

除 いた10例 中7例 が有効以上の成績)あ った。基礎疾患

の有無),そ の有効率を比較す る と基礎疾患のある217

例 の有効率は74.2%,基 礎疾患 を もた ない107例 の有効

率 は81.3%)あ り,こ の うち 呼吸器感染症は,そ れぞ

れ73.0%,81.7%と 基礎疾患 を有す る症例の有効率は

劣 っている。われわれの無効例3例 は,い ずれ も基礎 疾

患 として肺癌(2例)と 心不全(1例)を 有 してお り,

他施設 と同様の傾向)あ った。

新薬 シンポジウムにおける細菌学 的効果は,グ ラム陽

性菌の 消失率81.8%,陰 性菌82.4%と ほぼ同程度)い

ずれ の菌 に対 して も優れた除菌率)あ る。われわれの成

績)は 起炎菌 と推定 された9株 中8株 が消失 し,不 変の

1株 は 君aeruginosaで,本 剤 の 試験管内抗菌力より当

然の結果 である とい える。

副作用は シンポジウム記録)は,1,057例 の検討にお

いて3.3%)あ り,そ の うち もっとも多い副作用は発疹

)あ ったが,わ れわれの症例15例 中副作用は全 く認めな

かった。 臨床検査値異常はtransaminaseを 中心に認め

られているが,わ れわれの症例)は 認め られなかった。

IV.結 語

L-105を 内科領域 における感染 症15例 に使用 し,著効

2例,有 効7例,や や有効2例,無 効1例,効 果判定除

外3例)有 効率75%の 成績 を得た。

副作用 お よび 臨床検査値 異常 は 全例 とも認めなかっ

た。

以上の成績 よ りL-105は 内科領域 における感染症に

有用な薬剤)あ る と考 え られた。
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CLINICAL STUDY ON L-105
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L-105, a new semisynthetic cephalosporin injection, was used for the treatment of infections

in the field of internal medicine to investigate the efficacy and safety.

Subjected were 13 cases of respiratory tract infections (9 cases of pneumonia, 3 cases of

chronic respiratory infection, 1 case of lung abscess) and 2 cases of urinary tract infections (1

case each of acute cystitis and chronic urinary tract infection), 15 cases in total.

The therapeutic response was excellent in 2 cases, good in 7 cases, fair in 2 cases, and poor

in 1 case; the efficacy rate was 75%. 3 cases were excluded from the efficacy evaluation.

No side effects or abnormality in laboratory test values were noted.

From the results L-105 appears to be a useful drug for infections in the field of internal

medicine.


